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(1)　第1847号　2021年6月25日

関東甲地連青年女性協議会
夏期交流集会

日　時　７月１１日(日)　10：00～16：30
場　所　水戸・自治労会館会議室
内　容　オンラインによる集会

２
０
２
１
春
闘
中
間
総
括

（
案
）を
提
案
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
花
島
副
委
員
長
が

当
面
の
闘
争
方
針（
案
）、
鈴

木
財
政
局
長
が
２
０
２
１
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
案
）、
花
岡
全
労
済
自
治
労

共
済
茨
城
支
部
事
務
局
長
が

自
治
労
「
改
正
団
体
生
命
共

済
」
の
県
本
部
メ
ニ
ュ
ー

（
案
）を
提
案
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
 定
年
延
長
に
伴

う
離
籍
役
員
の
定
年
延
長
に

関
す
る
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

（
討
議
案
）、
役
員
推
薦
委
員

の
選
任
、
 自
治
労
本
部
大

会
代
議
員
の
承
認
、
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
提
案
さ

れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
拍
手

多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
面
の
取
り
組
み
を
決
定

コ
ロ
ナ
禍
で
の
労
働
条
件
確
保
を

　
と
く
に
、
当
面
の
闘
争
方

針
の
政
治
活
動
推
進
に
つ
い

て
は
、
今
年
秋
ま
で
に
執
行

さ
れ
る
第
　
回
衆
議
院
選
挙

49

に
向
け
、
比
例
区
は
立
憲
民

主
党
を
支
持
し
、
支
持
拡
大

を
は
か
り
、
選
挙
区
選
挙
に

つ
い
て
は
、
連
合
茨
城
の
統

一
対
応
を
基
本
に
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　
質
疑
で
は
、
県
本
部
自
治

研
推
進
委
員
会
の
執
行
委
員

枠
の
委
員
の
早
急
な
選
出
、

各
種
会
議
に
お
け
る
ウ
ェ
ブ

会
議
の
推
進
に
つ
い
て
那
珂

市
職
の
木
内
中
央
委
員
か
ら

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

課
題
と
な
る
こ
と
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
総
選
挙
に
向
け

た
推
薦
候
補
の
勝
利
、
参
院

選
自
治
労
組
織
内
候
補
・

「
鬼
木
ま
こ
と
」
の
支
持
拡

大
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
生
井
澤
書
記
長

が
臨
時
大
会
以
降
の
経
過
を

報
告
し
た
あ
と
、
２
０
２
０

自
治
体
確
定
闘
争
総
括（
案
）、

員
・
非
常
勤
職
員
を
問
わ

ず
、
有
給
の
特
別
休
暇
と
な

る
」
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

業
務
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
労
働
条
件
の
確
保
を
各
単

組
で
交
渉
協
議
を
進
め
る
こ

と
や
、
定
年
延
長
法
の
成
立

に
伴
い
自
治
体
条
例
化
の
動

き
と
単
組
の
交
渉
・
協
議
が

今
年
の
確
定
闘
争
の
大
き
な

　
県
本
部
は
６
月
　
日
、
自

18

治
労
会
館
で
第
２
回
中
央
委

員
会
を
開
き
、
人
勧
期
以
降

に
向
け
た「
当
面
の
闘
争
方

針
」な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
千
歳
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
総
務
省
通
知

の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
伴
う
副
反
応
が
生
じ

た
場
合
の
休
暇
は
、
常
勤
職

　
公
務
員
の
定
年
の
引
上
げ

を
措
置
す
る
「
国
家
公
務
員

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」
及
び
「
地
方
公
務
員

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
が
６
月
４
日
の
参
議
院

本
会
議
に
お
い
て
可
決
・
成

立
し
ま
し
た
。

　
成
立
を
受
け
公
務
労
協

は
、
「
　
歳
で
定
年
を
迎
え

60

た
職
員
の
多
く
が
再
任
用
短

時
間
勤
務
へ
の
選
択
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
な
ど
、
年
々
不

安
定
な
状
況
が
深
刻
化
し
て

き
た
雇
用
と
年
金
の
接
続
に

関
し
て
、
長
年
に
わ
た
る
課

題
で
あ
っ
た
定
年
の
引
上
げ

が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ

た
」
な
ど
と
す
る
事
務
局
長

談
話
を
発
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
地
方
自
治
体
に

お
け
る
関
係
条
例
の
整
備
が

課
題
と
な
り
ま
す
。
２
０
２

２
年
度
中
に
翌
年
度
に
　
歳
60

に
な
る
職
員
に
対
し
て
、
制

度
に
関
す
る
情
報
提
供
・
意

思
確
認
を
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
２

０
２
１
年
度
末
ま
で
に
制
度

を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
２
０
２
１
年
　
月
12

議
会
、
遅
く
と
も
２
０
２
２

年
３
月
議
会
で
の
条
例
改
正

を
見
据
え
て
交
渉
・
協
議
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
単
組
段
階
に
お
け
る
具
体

的
な
条
例
の
改
正
内
容
に
つ

い
て
は
法
改
正
後
に
協
議
が

本
格
化
す
る
も
の
と
見
込
ま

れ
ま
す
が
、
条
例
改
正
そ
の

も
の
よ
り
も
　
歳
以
降
の
職

60

員
の
働
き
方
と
、
そ
れ
に
基

づ
く
人
員
配
置
・
業
務
の
割

り
振
り
等
の
運
用
面
に
お
い

て
検
討
す
べ
き
課
題
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
整
備

に
む
け
て
、
　
歳
超
職
員
の

60

知
識
、
技
術
、
経
験
等
を
い

か
す
職
務
内
容
・
配
置
に
つ

い
て
職
場
討
議
を
行
い
、
当

局
と
意
見
交
換
を
行
う
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
・
職

場
実
態
に
応
じ
た
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違

違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医

【第２回中央委員会で決定した第49回衆議院選挙方針】
◇比例区の取り組み
　立憲民主党とし、支持拡大をはかります。
◇選挙区選挙の取り組み
選挙区選挙については、連合茨城の統一対応を基本
に以下のとおりとし、推薦候補をはじめとする各候
補の勝利に向けて、県本部・単組が連携して取り組み
を進めます。

・〔第５区〕　浅野　　哲（あさの さとし）  推 薦
　　（2019年10月25日第１回執行委員会決定）
・〔第６区〕　青山　大人（あおやま やまと） 推 薦
　　（2019年10月25日第１回執行委員会決定）
・〔第３区〕　梶岡　博樹（かじおか ひろき） 支 援
　　（2021年2月25日第６回執行委員会決定）
・〔第７区〕　中村喜四郎（なかむら きしろう） 支 援
　　（2021年2月25日第６回執行委員会決定）
・〔第２区〕　藤田　幸久（ふじた ゆきひさ） 自主投票
　　（2021年2月25日第６回執行委員会決定）

県本部第２回
中央委員会

人勧期に向け闘う決意を固めた第２回中央委員会

中央委員会で決定した当面の闘争方針

◇賃金・労働条件改善をめぐる人勧期を中心と
した取り組み

◇職場の権利と勤務条件を確立する取り組み
◇男女平等参画推進の取り組み
◇自治体財政の確立、自治・分権および公共
サービス改革の推進

◇安心と信頼の社会保障制度と公共交通の確立
◇平和・脱原発・環境・人権ならびに政治活動
の推進

◇公共サービス労働者の総結集と組織の拡大
◇産別組織の強化と確立
◇自主福祉活動の推進
◇自治研活動の推進
◇2021現業・公企統一闘争の推進

駅
悦
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歳
定
年
延
長
法
案
が
可
決
・
成
立

65

高
齢
で
も
働
け
る
職
場
環
境

高
齢
で
も
働
け
る
職
場
環
境
をを

段階的定年引き上げ早見表

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印

定年引き上げに向けた単組交渉のポイント
１．高齢になっても働き続けられる職場づくり
　（職場環境の整備〈職務内容、配置〉、働き方）
２．役職定年の導入
　（役職定年年齢60歳、対象は管理職以上）
３．国公法改正法案（付則）への対応について
　（公平・公正な人事評価制度の運用等）
４．賃金水準の確保について
　（60歳時の７割水準の確保）
５．再任用職員の賃金改善
６．高齢者部分休業制度の条例化と活用で
きる職場環境の整備

７．新規採用者の計画的確保と定年延長の
適正運用
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意
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意
意
意
意
意
意
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意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

　
安
全
で
快
適
な
職
場
環
境

の
実
現
を
め
ざ
し
、
自
治
労

は
７
月
に
安
全
衛
生
月
間
を

設
定
し
、
す
べ
て
の
単
組
で

安
全
衛
生
活
動
の
強
化
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
現
在
、
自
治
体
職
場
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に

関
連
し
医
療
・
保
健
衛
生
は

も
と
よ
り
、
清
掃
・
学
校
な

ど
あ
ら
ゆ
る
職
場
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
各
種
相
談
業
務
な

ど
、
通
常
業
務
以
上
の
負
担

が
重
く
の
し
か
か
つ
て
い
ま

す
。
　
と
く
に
、
長
時
間
労
働
は

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
８
年
に
「
働
き

方
改
革
関
連
法
」
が
成
立
し

自
治
体
で
も
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
が
、
職
場
実
態
は
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
も
加
わ
り
、
法

を
逸
脱
し
た
働
き
方
が
見
受

安
全
で
快
適
な
職
場
を

け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
、「
労
働
施

策
総
合
推
進
法
」が
改
正
さ

れ
、
職
場
で
の
パ
ワ
ー
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
が
事

業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
自
治
体
で
も
雇
用
管
理

上
の
措
置
義
務
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
総
務
省
調
査

で
は
市
町
村
の
半
数
し
か
必

要
な
措
置
を
講
じ
て
い
ま
せ

ん
。
各
種
調
査
や
労
働
相
談

で
も
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
安
全
で
快
適
な
職
場
を
作

る
こ
と
は
労
働
組
合
の
重
要

な
責
務
で
す
。
形
骸
化
し
て

い
る
労
働
安
全
衛
生
委
員
会

の
活
性
化
に
向
け
、
当
局
に

活
動
の
具
体
化
を
申
し
入

れ
、
「
職
場
点
検
活
動
の
て

び
き
」
を
使
っ
た
職
場
点
検

や
職
場
巡
視
活
動
な
ど
働
く

者
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
の

で
き
る
職
場
環
境
を
作
る
た

め
労
働
安
全
衛
生
活
動
を
強

化
し
ま
し
ょ
う
。

７
月
は
労
働
安
全
衛
生
月
間

駅
悦
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詠
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　「
日
本
は
米
国
に
次
ぐ
ア

ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
第
一
の

『
遊
び
場
』と
な
っ
て
い
る
」

　
フ
ラ
ン
ス
下
院
財
政
委
員

会
調
査
団
が
報
告
書
で
そ
う

指
摘
し
た
こ
と
を
、
上
村
達

男
・
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
「
日
経

ビ
ジ
ネ
ス
電
子
版
」
4
月
　28

日
付
）
で
知
っ
た
。

　
上
村
氏
が
問
題
視
す
る
の

は
、
英
投
資
フ
ァ
ン
ド
Ｃ
Ｖ

Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
に
よ
る
買
収
提
案
か

ら
車
谷
暢
昭
社
長
の
辞
任
に

展
開
し
た
東
芝
問
題
だ
。

　「
物
言
う
株
主
」と
対
立
し

た
車
谷
社
長
は
Ｃ
Ｖ
Ｃ
の
元

日
本
代
表
。
窮
状
を
救
う
か

の
よ
う
に
、
車
谷
氏
の
古
巣

Ｃ
Ｖ
Ｃ
が
東
芝
買
収
、
非
上

場
化
を
提
案
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
取
締
役
会
の

永
山
治
議
長
（
中
外
製
薬
名

誉
会
長
）
が
待
っ
た
を
か
け

車
谷
氏
が
辞
め
た
こ
と
で
、

経
営
私
物
化
が
寸
前
に
防
が

れ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
（
企
業
統
治
）
が
機
能
し

た
―
―
。
そ
ん
な
美
談
も
流

布
さ
れ
る
が
、
上
村
氏
は

「
フ
ァ
ン
ド
に
と
っ
て
想
定

通
り
」だ
と
喝
破
す
る
。

　
東
芝
は
２
０
１
７
年
、

フ
ァ
ン
ド
な
ど
約
　
社
の
海

60

外
投
資
家
を
引
き
受
け
手
に

約
６
千
億
円
を
増
資
し
た
。

半
年
後
、
虎
の
子
だ
っ
た

「
東
芝
メ
モ
リ
」
を
売
っ
て

得
た
１
兆
円
の
う
ち
７
千
億

円
で
自
社
株
を
買
い
、
株
価

を
上
げ
て
フ
ァ
ン
ド
に
報
い

た
。
　
車
谷
氏
の
後
任
、
綱
川
智

社
長
は
「
す
べ
て
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー（
利
害
関
係
者
）

と
の
信
頼
関
係
改
善
に
全
力

で
取
り
組
む
」
と
語
り
、
１

５
０
０
億
円
の
株
主
還
元
を

決
め
た
。
「
す
べ
て
の
ス
テ
 

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
」
と
言
い
な

が
ら
労
働
者
も
取
引
先
も
二

の
次
で
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
う

る
さ
い
（
物
言
う
）
株
主
に

目
が
向
い
て
い
る
の
は
一
目

瞭
然
だ
。

　
株
主
が
会
社
経
営
を
監

視
、
統
制
す
る
し
く
み
を
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
呼
ぶ
。
米
国
型

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
型
で
は
、

株
主
は
個
人
、
市
民
だ
っ
た

（
三
和
裕
美
子
・
明
治
大
学

教
授
、『
図
説
　
企
業
の
論

点
』
旬
報
社
）。
今
、
日
本

企
業
の
上
位
株
主
リ
ス
ト
に

は
フ
ァ
ン
ド
が
並
ぶ
。

　
上
村
氏
は
、「
日
本
は
、

匿
名
で
人
間
的
要
素
の
低
い

フ
ァ
ン
ド
を
無
条
件
に
人
間

並
み
に
扱
い
す
ぎ
て
い
る
の

で
す
」（
前
掲
イ
ン
タ
ビ
 

ュ
ー
）と
言
う
が
、
説
得
力

が
あ
る
。
今
、
単
純
な
株
主

主
権
論
に
は
、
会
社
を
 

〝
フ
ァ
ン
ド
の
お
も
ち
ゃ
〟

に
す
る
危
う
さ
が
あ
る
。
こ

れ
か
ら
の
企
業
統
治
と
そ
の

ル
ー
ル
は
、
労
働
者
や
取
引

先
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
様

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

関
係
の
重
視
が
欠
か
せ
な

い
。

ジャーナリスト

北　健一

株
主
主
権
論
の
危
う
さ

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
斤

高
だ
っ
た
１
９
９
４
年
度

と
比
較
す
る
と
4
万
２
５

０
０
円
（
　
・
０
％
）
も

34

減
り
ま
し
た
。

　
家
賃
の
平
均
は
６
万
４

２
０
０
円
で
、
前
年
度
比

８
０
０
円
増
加
。
仕
送
り

額
か
ら
家
賃
を
引
い
た
生

活
費
は
１
万
８
２
０
０

円
、
１
日
あ
た
り
６
０
７

円
で
、
こ
ち
ら
も
過
去
最

低
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
親
の
収
入
や
学
生

の
ア
ル
バ
イ
ト
が
深
刻
な

影
響
を
受
け
る
中
、
国
に

よ
る
中
間
所
得
層
や
私
立

大
学
生
へ
の
経
済
的
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
日
の
生
活
費
６
０
７
円

く
ら
し
と
統
計

無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っています。
労働・生活に関わる悩み事などお気軽にご相談ください。自治労
茨城県本部顧問弁護士が相談に応じます。

相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹下　昌子
　　　　水戸市南町３丁目４番５７号
　　　　水戸セントラルビル３階
　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　電話　029－224－5150　Fax　029－226－2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所に
直接電話し、相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別事案
ごとに、初回の法律相談を無料とし、２回目以降は所定の報酬お
よび経費を依頼者（相談者）が支払うことになります。

仕送り
減 少

連
）
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た

調
査
結
果
で
す
。
首
都
圏
１

都
３
県
の
私
大
９
校
が
対

象
。
　
入
学
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
出

費
が
落
ち
着
く
６
月
以
降
の

平
均
仕
送
り
額
は
、
こ
れ
ま

で
の
最
低
だ
っ
た
　
年
度
よ

18

り
７
０
０
円
減
少
。
過
去
最

　
２
０
２
０
年
度
に
首
都

圏
の
大
学
に
入
学
し
た
自

宅
外
通
学
生
へ
の
仕
送
り

は
、
過
去
最
低
の
月
額
８

万
２
４
０
０
円
で
、
１
９

８
６
年
の
調
査
開
始
以

来
、
過
去
最
低
に
―
―
東

京
地
区
私
立
大
学
教
職
員

組
合
連
合
（
東
京
私
大
教

謂

井

遺

亥

違違違違違違違

違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

安全衛生月間の重点目標
①安全衛生委員会が未設置の事業所は安全衛
生委員会を設置する。

②安全衛生委員会の年間計画が未作成の事業
所は、職場点検・巡視を盛り込んだ計画を作
成する。

③職場点検・巡視を本部作成の「職場点検活
動のてびき」のチェックリスト等をもとに実
施する。

④安全衛生委員会において、時間外労働の実
態を報告させるとともに、とくにいわゆる
過労死基準といわれる月80時間を超える場
合や、超過勤務が常態化している職場につ
いては具体的な対応策を示させる。同時に、
「他律的業務の比重が高い職場」として設定
された業務・部署や「特例業務」の超勤実
態について報告・分析を行う。

⑤自治労「パワー・ハラスメントのない良好な
職場をめざして～予防・解決マニュアル～」
や「パワハラＷｅｂサイト（自治労ＨＰ内）」
を積極的に活用し、職場のあらゆるハラス
メントの防止、解決策を実施する。

⑥「自治労メンタルヘルス対策指針」等を活用
し、メンタルへルスの相談体制や職場復帰
体制の改善策を実施する。

⑦厚生労働省の導入マニュアル等も参考にし
ながら、全職場でストレスチェックの実施・
評価を行う。結果を安全衛生委員会等で分
析・協議・課題の洗い出しを行い高ストレ
ス職場の課題を解決する。

⑧男女がともに安全衛生活動を推進するため、
安全衛生委員会の女性委員を拡充するとと
もに、非常勤職員の参画を求める。

⑨会計年度任用職員、臨時職員をはじめ同一
事業所内の公共民間労働者など、すべての
労働者の安全衛生を確保する。


